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万円使いました万円使いました万円使いました万円使いました万円使いました万円使いました万円使いました
●一般会計の支出 （単位：万円） ●一般会計の収入 （単位：万円）

町税
14億1959万

23.9%

県支出金
3億3162万

5.6%

地方交付税
19億5035万

32.9%

自主財源
19億8761万
33.5%

依存財源
39億4539万
66.5% 繰越金

3億305万
5.1%

その他
（負担金･諸収入など）

2億6497万
4.5%

町　　　税……住民税、固定資産税など、
　　　　　　　みなさんの納めた税金です。
地方交付税……国から地方自治体に配分され
　　　　　　　る補助金です。
町　　　債……借入金です。

民　生　費……福祉や子育てに使うお金です。
公　債　費……借金の返済です。

支出合計  56億2466万円

農林水産業費 3億2266万
5.7%

国庫支出金
11億2666万

19.0%

町債
2億7358万

4.6%

その他 2億6318万
4.4%

総務費
5億8869万

10.5%
公債費

7億5325万
13.4%

民生費
16億7845万

29.8%

土木費
6億1534万

10.9%

教育費
9億3296万

16.6%

消防費
1億7287万

3.1%

衛生費
4億120万

7.1%

その他 7136万
1.3%

議会費 6539万
1.2%

商工費
2249万
0.4%

収入合計  59億3300万円

税
の
使
い
方
は
適
正
か

議
員　

土
地
開
発
公
社
は
町

か
ら
１
億
６
千
万
借
り
入
れ

て
い
る
が
そ
の
原
資
は
な
に

か
。

課
長　

町
の
財
政
調
整
基
金

か
ら
貸
し
出
し
て
い
る
。

議
員　

保
育
料
の
滞
納
や
不

納
欠
損
に
つ
い
て
、
ど
う
対

応
し
て
い
る
の
か
。

課
長　

定
期
的
に
家
庭
訪
問

を
し
、
誓
約
書
を
取
っ
た
り

と
努
力
し
て
い
る
。
不
納
欠

損
３
件
は
所
在
不
明
な
ど
で

あ
る
。

議
員　

里
道
、
水
路
の
払
下

げ
代
金
は
ど
う
な
る
か
。

課
長　

無
番
地
の
国
有
地
は

平
成
17
年
に
国
か
ら
町
へ
移

管
さ
れ
た
。
４
件
の
売
却
代

金
は
町
の
収
入
に
な
る
。

議
員　

職
員
の
時
間
外
勤
務

手
当
は
、
一
人
あ
た
り
ど
れ

く
ら
い
に
な
る
か
。

課
長　

一
般
会
計
に
属
す
る

職
員
で
計
算
す
る
と
、
一
人

あ
た
り
年
間
23
万
円
く
ら
い

で
あ
る
。

議
員　

「
無
線
サ
イ
レ
ン
制

御
装
置
保
守
委
託
料
」
と
は
。

課
長　

役
場
と
農
協
支
所
の

サ
イ
レ
ン
の
保
守
委
託
料
、

三
井
消
防
署
か
ら
無
線
で
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
。

議
員　

公
用
車
の
燃
料
の
購

入
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

課
長　

町
内
の
燃
料
業
者
に

見
積
り
を
出
し
て
も
ら
い
単

価
の
安
い
と
こ
ろ
に
合
わ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。

議
員　

見
積
り
は
一
年
契
約

か
。
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82億457982億457982億457982億457982億457982億457982億4579
（単位：万円）

（単位：万円、％）

●会計別の決算状況

●各税の徴収状況
　　　（繰越分含む）

特  

別  

会  

計

国民健康保健会計

一　 般　 会　 計

収　　入

59億3300万

支　　出

56億2466万

差し引き残

3億 834万

16億7446万 16億6444万 1002万

後期高齢者会計 1億3544万 1億3289万 255万

1051万 1051万 0　

1億2107万 1億 476万 1631万

564万 145万 419万

7億 708万 7億 708万 0　

85億8720万 82億4579万 3億4141万

町　　民　　税 5億9431万

収入済額

3259万

滞  納  額

93.9%

6820万 118万 98.1%

6億9651万 6445万 90.6%

3636万 293万 91.6%

9240万 0　 100.0%

14億1958万 9997万 92.6%

徴  収  率

う ち 法 人 分

固  定  資  産  税

軽  自  動  車  税

た　ば　こ　税

計

合　　　　計

老 人 保 健 会 計

大刀洗診療所会計

土 地 取 得 会 計

下  水  道  会  計

課
長　

燃
料
価
格
改
定
の
た

び
に
出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

議
員　

下
高
橋
な
ど
史
跡
用

地
の
購
入
費
用
に
つ
い
て
、

国
や
県
の
補
助
は
。

課
長　

下
高
橋
官
衙
遺
跡
を

公
有
化
す
る
段
階
で
、
最
初

は
補
助
金
で
部
分
的
に
購
入

し
て
い
た
が
、
そ
の
後
起
債

対
応
事
業
に
な
っ
た
。
起
債

に
つ
い
て
は
国
が
80
％
、
県

が
８
％
を
出
す
公
費
に
変
わ

っ
た
。
返
済
に
対
し
88
％
は

補
助
金
と
し
て
入
っ
て
き
て

い
る
。

議
員　

町
民
税
の
還
付
金
が

 

623
万
円
と
多
い
が
。

課
長　

法
人
税
は
予
定
納
税

制
度
が
あ
り
、
予
定
納
税
さ

れ
た
税
金
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
等
で
景
気
の
悪
化
に
よ

る
収
入
の
落
ち
込
み
で
還
付

が
多
く
な
っ
た
。
法
人
税
分

だ
け
で
440
万
円
還
付
し
た
。

議
員　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
補
助
金
は
865
万
円

だ
が
、
大
刀
洗
町
関
係
登
録

者
は
93
名
な
の
に
高
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
。

課
長　

町
か
ら
の
補
助
金
は

職
員
の
人
件
費
に
対
す
る
負

担
金
で
あ
る
。
利
用
者
が
支

払
う
料
金
は
働
い
た
人
へ
100

％
支
払
わ
れ
て
い
る
。

福
祉
の
充
実
を

議
員　

介
護
保
険
推
進
費
、

給
付
費
が
年
々
伸
び
て
い
る
。

認
定
者
も
増
え
て
い
る
。
一

人
あ
た
り
の
給
付
費
も
伸
び

て
い
る
。
原
因
分
析
は
。

副
町
長　

詳
し
い
分
析
は
し

て
い
な
い
。
一
般
的
な
話
と

し
て
高
齢
者
数
が
増
加
し
、

そ
れ
に
と
も
な
い
要
介
護
認

定
者
も
増
え
て
い
る
。
80
歳

以
上
に
な
る
と
４
人
に
１
人

く
ら
い
が
認
知
症
に
な
り
、

在
宅
で
の
生
活
が
難
し
い
。

中
で
も
後
期
高
齢
者
の
増
加

が
介
護
給
付
費
を
押
し
上
げ

る
要
因
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

敬
老
記
念
品
が
77
歳

は
廃
止
さ
れ
た
が
復
活
で
き

な
い
か
。
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１年間で、大刀洗町は
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●基金（貯金）と
　町債（借金）の推移
 （一般会計分･土地開発基金を含む）

0

貯立基金（貯金）

町債（借金）

40億
2097万

63億
1260万

35億
0588万

62億
8217万

30億
9754万

61億
7159万

28億
6899万

63億
6009万

28億
2683万

60億
1061万

1人当たり
33万8054円

平成15年 16年 17年 18年 19年 20年

10

20

30

40

50

60

70

（億円）

21年

29億
4180万

56億
1429万

30億
1460万

52億
3477万

1人当たり
18万1983円

副
町
長　

全
国
的
に
は
廃
止

の
流
れ
で
徐
々
に
縮
小
し
て

い
る
。
高
齢
者
の
方
に
喜
ん

で
も
ら
え
て
町
の
負
担
も
少

な
い
方
向
で
検
討
し
た
い
。

議
員　

乳
児
家
庭
訪
問
等
整

備
費
と
訪
問
指
導
実
施
費
は

同
じ
目
的
の
も
の
か
。

課
長　

児
童
相
談
整
備
費
で

備
品
な
ど
を
買
い
、
訪
問
指

導
を
実
施
し
て
い
る
。

議
員　

最
近
子
ど
も
に
対
す

る
事
件
が
多
い
。
乳
児
が
い

る
家
庭
の
全
戸
訪
問
を
実
施

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
100

％
会
え
て
い
る
か
。

課
長　

３
ヶ
月
の
乳
児
を
対

象
に
台
帳
整
理
し
、
訪
問
看

護
師
と
保
健
師
で
100
％
面
会

で
き
て
い
る
。
育
児
が
困
難

な
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
サ
ポ
ー

ト
を
進
め
て
い
る
。

農
政
は
ど
う
な
る

議
員　

土
地
利
用
型
農
業
育

成
助
成
金
（
大
豆
団
地
）
は

国
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
と

の
関
係
が
あ
る
と
思
う
が
、

町
と
し
て
は
続
け
て
い
く
の

か
。

課
長　

町
の
単
独
補
償
と
し

て
、
長
期
間
に
わ
た
り
10
ア

ー
ル
あ
た
り
７
０
０
０
円
を

助
成
し
て
い
る
。
昨
年
は
166

 

ha
で
大
豆
団
地
の
育
成
に
大

変
有
効
だ
っ
た
と
思
う
。
今

年
か
ら
戸
別
補
償
制
度
が
で

き
た
の
で
、
よ
く
見
極
め
て

検
討
し
た
い
。

教
育
環
境
の
充
実

議
員　

図
書
館
の
新
聞
、
雑

誌
は
、
利
用
者
が
ど
の
位
あ

る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
多

く
の
部
数
を
備
え
る
必
要
が

あ
る
の
か
。

課
長　

新
聞
は
そ
れ
ぞ
れ
情

報
が
違
う
の
で
、
最
低
で
も

全
国
紙
レ
ベ
ル
は
必
要
。
今

年
は
読
書
計
画
を
作
る
。
そ

の
中
で
図
書
の
選
定
も
含
め

て
検
討
す
る
。

議
員　

菊
池
小
学
校
で
芝
生

化
さ
れ
た
が
、
誰
が
ど
ん
な

管
理
を
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

地
域
の
人
々
の
協
力
体
制
を

整
え
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た

が
そ
の
後
は
。

課
長　

基
本
的
に
は
用
務
員

も
含
め
て
学
校
で
管
理
し
て

い
る
。
地
域
の
人
々
へ
も
協

力
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
。

議
員　

単
年
度
収
支
は
３
８

０
０
万
円
ほ
ど
の
赤
字
と
な

っ
た
。
今
後
は
赤
字
が
累
積

し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
の
か
。

将
来
の
国
保
の
展
望
は
。

課
長　

22
年
度
に
は
保
険
税

を
引
き
上
げ
、
さ
ら
に
一
般

会
計
か
ら
２
０
０
０
万
円
ほ

ど
を
繰
り
入
れ
た
。
今
後
医

療
費
の
伸
び
が
続
く
場
合
、

国
保
税
を
上
げ
る
の
は
限
度

が
き
て
い
る
の
で
、
医
療
費

の
削
減
に
取
り
組
む
ほ
か
な

い
。
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議
員　

一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
金
に
つ
い
て
説
明
を
。

課
長　

公
立
の
診
療
所
に
対

し
て
、
640
万
円
が
交
付
税
と

し
て
補
助
さ
れ
て
い
る
。
22

年
度
か
ら
は
全
額
を
診
療
所

に
繰
り
入
れ
、
診
療
所
建
設

費
の
返
済
は
診
療
所
会
計
か

ら
行
う
。

議
員　

次
年
度
以
降
の
返
済

額
が
83
億
円
残
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
国
か
ら
の
交
付
金

措
置
が
７
割
ほ
ど
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
が
今
後
の
見
通
し

は
。

課
長　

21
年
度
の
元
利
償
還

（
返
済
）
額
が
４
億
２
４
７

０
万
円
で
、
そ
の
う
ち
国
か

ら
の
措
置
額
は
２
億
６
８
１

１
万
円
で
あ
る
。
割
合
は
63.1

％
、
全
体
で
は
３
億
１
７
０

２
万
円
が
交
付
税
措
置
さ
れ

て
い
る
。

反
対
討
論
（
平
山
）

　

21
年
度
は
麻
生
内
閣
の
バ

ラ
マ
キ
や
地
方
交
付
税
の
増

額
に
よ
り
、
２
億
を
超
え
る

黒
字
が
発
生
し
て
い
る
。
ま

た
３
月
の
最
終
補
正
で
は
６

０
０
０
万
円
を
貯
金
に
上
積

み
し
て
い
る
。

　

い
っ
ぽ
う
で
国
保
は
２
０

０
０
万
円
を
増
税
し
て
い
る
。

一
般
会
計
の
黒
字
の
一
部
を

回
せ
ば
国
保
の
値
上
げ
は
必

要
が
な
く
、
21
年
度
の
貯
金

は
過
大
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
ま
た
、
一
部
の
同
和
団

体
へ
の
補
助
金
の
投
げ
渡
し

は
承
認
で
き
な
い
。

　

よ
っ
て
、
一
般
会
計
の
決

算
と
、
国
保
に
関
す
る
会
計

の
決
算
に
つ
い
て
は
賛
成
で

き
な
い
。

賛
成
討
論
（
長
野
）

　

確
か
に
国
保
に
つ
い
て
は

非
常
に
問
題
が
あ
る
け
れ
ど

も
、
医
療
費
に
つ
い
て
は
国

に
責
任
を
持
っ
て
対
応
さ
せ

る
と
か
、
ま
た
は
後
期
高
齢

者
医
療
の
よ
う
に
広
域
で
や

っ
て
い
く
と
な
ど
の
検
討
が

さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

次
に
、
補
正
で
７
億
円
余

り
が
増
額
さ
れ
た
が
、
こ
れ

は
国
の
経
済
対
策
、
地
域
活

性
化
補
助
金
を
大
刀
洗
町
と

し
て
は
う
ま
く
事
業
の
中
に

取
り
入
れ
て
、
小
さ
い
自
己

負
担
で
大
き
な
事
業
が
で
き

た
と
い
う
こ
と
で
評
価
し
た

い
。

採
決

　

一
般
会
計
、
国
保
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
会
計
、
老

人
保
健
会
計
は
賛
成
多
数

（
10
対
１
）
で
認
定
。

　

大
刀
洗
診
療
所
会
計
、
土

地
取
得
会
計
、
下
水
道
会
計
、

以
上
は
全
会
一
致
で
認
定
し

た
。

　

平
成
18
年
に
策
定
し
た
行

政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
、
財

政
効
果
の
累
計
額
が
３
億
９

０
０
０
万
円
に
の
ぼ
っ
た
こ

と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ

る
。

　

こ
れ
は
給
与
・
報
酬
の
見

直
し
や
補
助
金
・
負
担
金
の

見
直
し
な
ど
、
み
な
で
力
を

合
わ
せ
た
結
果
で
あ
り
高
く

評
価
し
た
い
。

　

現
在
、
我
が
国
の
経
済
は

一
部
の
業
種
や
都
市
部
で
は

回
復
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
が
、

設
備
投
資
の
増
加
は
地
方
に

は
期
待
で
き
な
い
状
況
で
あ

り
、
地
方
財
政
は
今
後
も
厳

し
い
運
営
を
覚
悟
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
慮
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、

税
の
滞
納
が

町
税…

約
１
億
円

国
保
税…

６
８
０
０
万
円

に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
は

誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
徴
収
に

格
段
の
努
力
を
さ
れ
た
い
。

　

今
後
の
財
政
運
営
に
あ
た

っ
て
は
、
町
税
の
徴
収
率
を

上
げ
る
と
同
時
に
、
町
民
所

得
の
増
に
よ
る
自
主
財
源
の

確
保
と
、
あ
ら
ゆ
る
ム
ダ
を

排
除
し
な
が
ら
事
務
事
業
の

見
直
し
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
。
町
長
を
中
心
に
し

て
抜
本
的
な
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
、
な
お
一
層
努
力

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

監
査
委
員　
　

溝
上
輝
行

　
　
　
　
　
　
　

多
田
時
治
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30
人
以
下
学
級
の
実
現
、

国
庫
負
担
の
拡
充
な
ど
教

育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

請
願

9月
議会

1億円を予算増額
道路改良工事・体育館改修などを追加

　

１
億
53
万
円
を
追
加
し
、

総
額
52
億
８
２
３
２
万
円
と

す
る
。

　

追
加
と
な
っ
た
主
な
事
業

は
、

○
事
業
仕
分
け
委
託
料　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

200
万
円

　

構
想
日
本
に
委
託
し
て
、

 

12
月
４
日
に
実
施
す
る
。

○
庁
舎
耐
震
診
断

　
　
　
　
　

１
４
０
０
万
円

○
不
動
産
鑑
定
委
託
料　

　
　
　
　
　
　
　
　

451
万
円

　

評
価
替
え
に
と
も
な
い
75

ポ
イ
ン
ト
を
調
査
。
３
年
ご

と
に
実
施
。

○
保
育
園
耐
震
診
断

　
　
　
　
　
　
　
　

633
万
円

○
本
郷
小
屋
内
体
育
館
改
築

　
　
　
　
　

１
３
８
７
万
円

　

本
郷
学
童
ク
ラ
ブ
移
転
の

た
め
の
改
築
工
事

○
緊
急
雇
用
対
策

・
学
童
保
育
所
障
が
い
児
受

　

入
対
策　
　
　
　

191
万
円

・
保
育
士
再
就
職
支
援
３
人

　
　
　
　
　
　
　
　

269
万
円

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
資

　

格
取
得
委
託
料　

324
万
円

○
道
路
改
良
・
簡
易
舗
装　

　
　
　
　
　

２
０
０
０
万
円

○
パ
ナ
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

使
用
料　
　
　
　

116
万
円

○
中
体
連
大
会
出
場
補
助　

　
　
　
　
　

100
万
円
を
追
加

○
運
動
公
園
管
理
用
ト
ラ
ク

　

タ
ー　
　
　
　
　

215
万
円

　

820
万
円
を
追
加
し
、
総
額

１
億
１
０
９
１
万
円
と
す
る
。

　

68
万
円
を
追
加
し
、
総
額

７
億
１
６
０
８
万
円
と
す
る
。

公
共
下
水
道
事
業
の
督
促
・

滞
納
処
分
に
関
す
る
条
例

　

下
水
道
料
金
の
滞
納
者
へ

の
督
促
・
滞
納
処
分
の
条
例

町
営
霊
柩
車
を
廃
止
す
る
条

例
　

22
年
度
を
も
っ
て
廃
止
す

る
。

【
採
決
】

　

一
般
会
計
の
補
正
に
つ
い

て
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の
他

の
議
案
は
全
会
一
致
で
可
決

し
た
。

提
出
者…

福
岡
県
教
職
員
組

　
　
　

合
浮
羽
三
井
支
部
長

紹
介
議
員…

森
一
雄

【
意
見
書
趣
旨
】

　

子
供
た
ち
に
豊
か
な
教
育

を
保
証
す
る
こ
と
は
、
社
会

の
基
盤
づ
く
り
に
と
っ
て
き

わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
31
人
以
上
の
学

級
に
在
籍
す
る
生
徒
は
多
数

に
わ
た
り
、
ま
た
教
育
に
対

す
る
要
請
も
年
々
多
様
化
し
、

教
職
員
の
多
忙
化
も
増
大
し

て
い
る
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
な
み
の
教

育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に

も
、
国
の
財
政
負
担
で
学
級

編
制
を
30
人
以
下
と
す
べ
き

で
あ
る
。

　

ま
た
、
貧
困
と
格
差
が
世

代
間
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

自
治
体
の
財
政
力
や
保
護
者

の
所
得
の
違
い
に
よ
っ
て
、

子
供
た
ち
が
受
け
る
教
育
水

準
に
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
少
人
数
学
級
の
実
施

と
共
に
、
義
務
教
育
費
へ
の

国
庫
負
担
を
か
つ
て
の
２
分

の
１
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
を

強
く
要
請
す
る
。

　

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、

意
見
書
を
関
係
大
臣
に
送
付

し
た
。

※

こ
の
ほ
か
、「
永
住
外
国
人

　

地
方
参
政
権
付
与
に
関
す

　

る
意
見
書
提
出
の
請
願
」

　

（
地
方
参
政
権
を
与
え
る

　

こ
と
に
反
対
す
る
趣
旨
の

　

請
願
）
が
提
出
さ
れ
た
が
、

　

賛
成
少
数
（
３
対
８
）
で

　

不
採
択
と
な
っ
た
。
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町政を
問う！

山内　剛 議員

都
市
計
画
は
活
用
し
て
い
る
か

議
員　

大
刀
洗
町
の
「
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
平
成
14
年
３
月
に

策
定
さ
れ
て
８
年
が
経
過
す

る
が
、
こ
の
間
の
活
用
・
達

成
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。

町
の
整
備
に
活
用
し
て
い
る

町
長　

活
用
・
達
成
度
に
つ

い
て
は
、
一
定
の
建
築
行
為

な
ど
に
対
し
て
町
独
自
の
整

備
要
綱
を
制
定
し
、
無
秩
序

な
開
発
の
規
制
を
行
っ
た
り
、

土
地
利
用
の
適
正
化
を
図
っ

て
い
る
。
ま
た
上
水
道
の
全

町
整
備
な
ど
の
基
盤
整
備
を

行
う
一
方
で
、
圃
場
整
備
さ

れ
た
農
地
は
、
今
後
も
優
良

農
地
と
し
て
保
全
し
、
農
地

と
住
環
境
の
調
和
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員　

今
年
の
４
月
か
ら
、

４
校
区
セ
ン
タ
ー
に
地
域
づ

く
り
の
た
め
の
職
員
が
配
置

さ
れ
た
が
現
在
の
活
用
状
況

は
。

各
校
区
で
推
進
し
て
い
る

町
長　

各
校
区
の
状
況
は
、

大
堰
校
区…

地
域
づ
く
り
準

備
委
員
会
を
設
置
し
、
５
名

の
委
員
か
ら
な
る
企
画
委
員

会
に
お
い
て
月
１
回
程
度
企

画
立
案
の
会
議
を
開
催
し
て

い
る
。

本
郷
校
区…

地
域
づ
く
り
委

員
会
で
組
織
改
編
し
月
１
回

程
度
、
定
例
会
を
開
催
し
て

い
る
。

大
刀
洗
校
区…

南
部
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

委
員
会
に
対
し
て
地
域
づ
く

り
事
業
の
推
進
に
関
す
る
計

画
の
説
明
を
行
い
、
現
在
実

行
委
員
を
５
〜
６
名
一
般
公

募
し
て
い
る
。

菊
池
校
区…

管
理
運
営
委
員

会
の
委
員
の
見
直
し
を
行
い
、

民
生
委
員
、
女
性
代
表
を
追

加
す
る
と
共
に
規
約
の
変
更

を
理
事
会
で
決
定
し
て
い
る
。

今
後
は
総
会
を
開
催
し
て
地

域
づ
く
り
の
現
状
を
説
明
し
、

必
要
性
に
つ
い
て
周
知
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
４
校
区
ま
ち
づ
く

り
会
議
、
全
体
会
議
で
も
非

常
に
熱
心
に
討
議
さ
れ
て
お

り
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
が
基
礎

に
な
る
と
思
う
が
執
行
部
の

見
解
は
ど
う
か
。

町
長　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は

主
に
ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て

計
画
さ
れ
て
い
る
。
各
校
区

ご
と
に
地
域
委
員
の
方
や
職

員
で
地
域
づ
く
り
会
議
を
設

置
し
、
協
議
を
重
ね
地
域
別

構
想
を
作
成
し
た
も
の
で
、

各
校
区
の
特
性
を
生
か
し
た

構
想
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

議
員　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は

約
900
名
の
方
か
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
り
策
定
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
を
参
考
に
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
が
。

町
長　

校
区
ご
と
に
地
域
の

動
向
や
資
源
を
踏
ま
え
、
地

域
の
将
来
像
と
し
て
地
域
づ

く
り
の
方
針
を
出
し
、
今
後

の
地
域
づ
く
り
に
際
し
て
は
、

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
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地
域
づ
く
り
の
現
状
は



農
地
の
整
備
を
早
く　

山田英敏 議員

長野正明 議員

議
員　

下
高
橋
官
衙
遺
跡
は
、

公
有
化
さ
れ
た
あ
と
、
保
存

の
た
め
の
土
盛
り
整
備
、
正

倉
院
の
一
部
表
示
、
官
道
、

区
画
溝
の
整
備
が
さ
れ
て
い

る
が
、
10
年
以
上
の
年
月
と
、

 

13
億
円
余
り
の
費
用
を
投
じ

た
の
に
何
ら
利
活
用
の
具
体

的
計
画
も
聞
か
な
い
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

意
見
を
聞
き
な
が
ら
活
用

教
育
長　

整
備
計
画
は
、
諸

条
件
の
変
化
と
、
町
の
財
政

状
況
等
を
勘
案
し
て
、
現
在

行
っ
て
い
る
短
期
整
備
前
半

部
分
で
一
応
終
了
と
し
て
、

今
後
は
利
活
用
に
つ
い
て
、

整
備
指
導
委
員
会
、
文
化
庁
、

県
と
も
協
議
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

町
内
の
小
、
中
学
校
の
歴

史
学
習
の
場
と
し
て
、
ま
た
、

サ
ッ
カ
ー
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ー
ス
等
の
利
用
を
考

え
て
い
る
。
な
お
、
本
年

「
ア
ビ
ス
パ
福
岡
少
年
サ
ッ

カ
ー
教
室
in
大
刀
洗
」
の
開

催
を
計
画
し
て
お
り
、
今
後

の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
等
も
聞

き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員　

開
発
公
社
は
、
所
有

の
土
地
の
処
分
が
終
わ
れ
ば

解
散
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
が
、
販
売
の
見
通
し
の
厳

し
い
中
、
解
散
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
。
工
場
用

地
の
大
刀
洗
南
団
地
は
、
平

成
20
年
度
に
評
価
替
え
を
さ

れ
て
い
る
。
大
堰
駅
前
団
地

は
子
育
て
支
援
の
補
助
制
度

で
１
区
画
販
売
で
き
た
が
、

９
区
画
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

評
価
替
え
を
し
て
販
売
価
格

を
下
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

又
パ
ナ
ホ
ー
ム
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
借
地
料
は
毎
年
固
定
資

産
税
相
当
額
が
発
生
す
る
が
、

大
刀
洗
南
団
地
の
藤
蔵
堀
を

町
が
公
社
よ
り
購
入
し
て
グ

ラ
ウ
ン
ド
化
す
る
考
え
は
な

い
か
。

解
散
を
視
野
に
入
れ
て
検
討

副
町
長　

全
国
的
に
解
散
手

続
き
に
入
る
公
社
も
多
数
あ

る
中
、
保
有
土
地
の
売
却
を

進
め
る
の
か
、
町
が
債
務
を

引
き
受
け
解
散
す
る
の
か
議

論
の
必
要
が
あ
る
が
、
将
来

的
な
解
散
を
視
野
に
入
れ
て

検
討
す
る
。

　

大
堰
駅
前
団
地
は
、
販
売

促
進
の
補
助
制
度
が
あ
る
の

で
、
現
在
評
価
替
え
の
考
え

は
な
く
販
売
促
進
に
力
を
入

れ
て
い
く
。

　

菊
池
小
学
校
の
芝
生
化
に

あ
た
っ
て
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ

団
よ
り
全
面
芝
生
で
は
野
球

等
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

代
替
地
を
検
討
す
る
中
で
藤

蔵
堀
団
地
も
候
補
地
と
し
て

検
討
を
し
て
い
る
。
今
回
、

提
言
を
受
け
た
の
で
再
度
検

討
す
る
。

議
員　

大
刀
洗
川
上
流
に
ま

た
が
る
山
隈
分
の
農
地
は
、

大
刀
洗
町
内
で
唯
一
土
地
改

良
が
未
実
施
の
地
域
で
あ
る
。

現
在
２
〜
３
筆
の
遊
休
農
地

と
、
か
な
り
の
休
耕
田
が
見

受
け
ら
れ
る
。

　

一
方
で
政
府
は
食
糧
自
給

率
を
平
成
32
年
度
に
は
50
％

に
あ
げ
る
よ
う
設
定
し
て
お

り
、
今
後
は
農
地
確
保
の
た

め
の
施
策
が
確
立
さ
れ
、
生

産
基
盤
の
整
備
が
推
進
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
農
地

法
も
平
成
21
年
12
月
に
改
正

さ
れ
て
お
り
、
農
地
確
保
の

た
め
転
用
申
請
が
厳
し
く
な

り
、
違
反
転
用
に
対
す
る
罰

則
は
強
化
さ
れ
て
い
る
が
、

農
地
の
賃
貸
の
促
進
や
効
率

的
な
利
用
を
図
る
の
は
以
前

よ
り
容
易
に
な
っ
た
。

　

今
後
大
刀
洗
町
に
お
い
て

も
農
業
人
口
が
減
少
す
る
か

ら
、
農
地
と
し
て
有
効
活
用

す
る
に
は
こ
の
地
域
の
土
地

改
良
は
必
要
だ
と
思
う
。
土

改
連
も
土
地
改
良
事
業
に
関

し
て
は
大
い
に
歓
迎
、
協
力

す
る
と
言
っ
て
い
る
。
町
長

の
見
解
は
。

別
の
整
備
を
検
討

町
長　

大
刀
洗
町
の
圃
場
整

備
事
業
は
約
30
年
を
か
け
76

％
整
備
を
終
え
て
い
る
が
、

指
摘
の
北
部
畑
地
か
ん
が
い

地
域
と
大
刀
洗
川
周
辺
地
域

は
地
域
の
同
意
が
集
ま
ら
ず

断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。
圃

場
整
備
事
業
に
は
、
国
の
補

助
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
つ
け

ら
れ
て
い
る
が
、
受
益
面
積

 

20
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
、
受
益

者
同
意
100
％
等
の
条
件
が
あ

る
。
町
と
し
て
も
部
分
的
に

整
備
で
き
な
い
か
と
検
討
し
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下
高
橋
遺
跡
の
利
用
は

遺跡を活用してのサッカー教室

開
発
公
社
の
今
後
は



早
急
に
３
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
を

平山賢治 議員

て
き
た
が
、
同
意
が
難
し
い

こ
と
か
ら
、
農
道
や
た
め
池

の
整
備
事
業
を
推
進
し
て
き

た
。
町
と
し
て
圃
場
整
備
の

計
画
は
無
い
が
、
道
路
・
水

路
を
改
良
で
き
な
い
か
検
討

を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

議
員　

こ
の
地
域
に
あ
る
大

刀
洗
川
の
支
流
の
小
さ
な
川

は
曲
が
り
が
非
常
に
多
く
、

流
れ
も
非
常
に
悪
い
。
高
速

道
路
が
で
き
た
時
に
流
量
が

か
な
り
増
え
た
よ
う
で
、
雨

の
た
び
に
冠
水
す
る
。
以
前

に
改
修
の
話
が
あ
っ
た
の
だ

が
、
同
意
が
得
ら
れ
な
い
地

権
者
の
方
が
い
て
中
止
さ
れ

た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
先

の
７
月
の
豪
雨
の
時
、
こ
の

川
の
上
流
の
ハ
ウ
ス
が
冠
水

し
て
、
非
常
に
大
き
な
被
害

が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

土
地
改
良
に
よ
り
こ
の
よ
う

な
被
害
も
防
げ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
現
在
こ
の
不
景
気

で
、
町
内
の
土
木
・
建
設
業

者
へ
工
事
発
注
が
で
き
れ
ば

か
な
り
の
仕
事
量
で
あ
り
、

町
内
業
者
も
潤
う
の
で
は
な

い
か
。

町
長　

建
設
業
者
に
と
っ
て

農
水
関
係
の
事
業
が
あ
れ
ば

と
は
思
う
が
、
一
番
の
問
題

は
地
元
の
同
意
が
ど
う
か
と

い
う
事
で
あ
る
。
可
能
か
ど

う
か
い
ま
一
度
検
討
は
し
た

い
。

議
員　

子
宮
頸
が
ん
は
ウ
ィ

ル
ス
感
染
を
原
因
と
す
る
病

気
で
あ
り
、
日
本
で
も
毎
年

４
０
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て

い
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
感
染

防
止
に
有
効
と
さ
れ
る
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
、
126
の
市
町

村
が
独
自
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
国
も
来
年
度
の
予
算

要
求
を
出
し
た
よ
う
だ
が
、

町
で
の
公
費
助
成
の
可
能
性

は
。

　

ま
た
、
細
菌
性
髄
膜
炎
の

予
防
に
効
果
の
あ
る
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
も
問
う
。

国
の
動
向
を
見
な
が
ら
判
断

町
長　

子
宮
頸
が
ん
に
つ
い

て
は
、
指
摘
の
ワ
ク
チ
ン
が

高
い
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
助
成
を
行
っ
て
い

る
市
町
村
は
ま
だ
少
数
で
あ

る
。

　

こ
れ
ら
の
３
ワ
ク
チ
ン
以

外
に
も
任
意
の
予
防
接
種
は

多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
公
的
助
成
に
あ

た
っ
て
は
、
ウ
ィ
ル
ス
の
キ

ャ
リ
ア
数
や
発
症
率
、
他
の

治
療
法
の
有
無
、
予
防
効
果

と
副
作
用
の
程
度
、
費
用
対

効
果
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
町
独
自
で

の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
の
国
や
県
の
動
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

議
員　

今
年
は
被
爆
・
終
戦

か
ら
65
年
の
節
目
で
あ
り
、

核
拡
散
防
止
条
約
の
再
検
討

会
議
が
開
か
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
大

統
領
や
国
連
事
務
総
長
ま
で

も
が
核
の
廃
絶
を
言
い
出
し

た
中
で
、
ひ
と
り
日
本
の
首

相
だ
け
が
核
抑
止
力
論
に
し

が
み
つ
い
て
い
る
の
は
誠
に

情
け
な
い
限
り
で
あ
る
。

　

平
和
の
問
題
に
お
い
て
も
、

地
方
自
治
体
が
積
極
的
に
政

府
に
意
見
を
発
信
し
、
国
の

間
違
っ
た
考
え
を
正
す
べ
き

と
思
う
が
、
平
和
市
長
会
議

へ
の
加
入
な
ど
町
の
取
り
組

み
は
ど
う
か
。
平
和
教
育
は

ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い

る
か
。

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る

町
長　

町
と
し
て
は
、
毎
年

戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
す
る

な
ど
で
、
恒
久
平
和
を
訴
え

て
い
る
。
平
和
市
長
会
議
へ

の
加
盟
は
前
向
き
に
検
討
す

る
。

教
育
長　

２
度
と
戦
争
が
起

こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
学
習

啓
発
に
取
り
組
み
た
い
。
２

年
前
か
ら
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
の
ロ
ビ
ー
で
人
権
広
場
を

開
催
し
、
戦
争
問
題
を
含
め

た
人
権
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
大
刀
洗
飛
行

場
を
は
じ
め
、
地
元
で
の
戦

争
体
験
を
題
材
に
し
て
写
真

展
や
出
前
講
座
を
開
催
し
て

い
る
。
義
務
教
育
段
階
に
お

け
る
平
和
教
育
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
さ
ら
に
検
討
を
す

す
め
た
い
。

議
員　

地
域
の
業
者
が
適
正

な
利
益
を
あ
げ
て
も
ら
う
た

め
に

１
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
の
売
れ
行
き
は
。
効
果
は

ど
う
か
。

２
、
町
が
発
注
す
る
小
規
模

の
工
事
に
つ
い
て
、登
録
し
た

業
者
さ
ん
へ
の
発
注
状
況
は
。

対
象
金
額
の
引
き
上
げ
は
。

効
果
は
大
き
い

町
長　

商
品
券
は
６
０
０
０

万
円
分
を
発
売
し
た
が
、
発

売
し
た
８
月
中
に
完
売
と
な

っ
た
。
地
域
活
性
化
の
効
果

は
大
き
い
と
思
う
。

　

小
規
模
工
事
は
、
14
件
を

発
注
し
た
。
今
後
は
対
象
金

額
の
引
き
上
げ
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
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野間橋上流の冠水

平
和
へ
の
取
り
組
み
は

地
元
活
性
化
の
事
業
を



　

私
は
、
10
月
17
日（
日
）〜

 

23
日（
土
）の
間
、
家
族
と
は

な
れ
て
通
学
合
宿
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

通
学
合
宿
で
学
ん
だ
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
調

理
の
時
、
ね
こ
の
手
で
持
っ

て
切
る
こ
と
や
、
み
じ
ん
切

り
は
、
ほ
う
ち
ょ
う
の
先
の

方
を
お
さ
え
て
後
の
方
を
動

か
す
こ
と
。
カ
レ
ー
や
サ
ラ

ダ
や
ポ
テ
ト
と
ツ
ナ
の
チ
ー

ズ
焼
き
な
ど
、
料
理
の
レ
シ

ピ
も
た
く
さ
ん
覚
え
ま
し
た
。

　

洗
た
く
機
に
は
、
全
自
動

と
二
そ
う
式
が
あ
る
こ
と
。

全
自
動
は
洗
た
く
物
を
入
れ

た
ら
何
も
し
な
く
て
い
い
か

ら
便
利
だ
と
思
い
ま
し
た
。

二
そ
う
式
は
終
わ
る
の
が
は

や
い
け
ど
洗
っ
た
り
、
だ
っ

水
し
た
り
、
す
す
い
だ
り
、

ず
っ
と
見
て
な
い
と
い
け
な

い
の
で
大
変
で
し
た
。

　

一
日
目
に
買
い
出
し
や
調

理
を
し
て
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
た
の
で
次
の
日
は
休
み

だ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
た

け
ど
、
二
日
目
は
そ
う
い
う

気
持
ち
で
は
い
け
な
い
と
思

っ
て
、
自
分
か
ら
何
で
も
積

極
的
に
や
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　

も
ら
い
湯
で
は
、
あ
い
さ

つ
の
仕
方
を
学
び
、
感
し
ゃ

の
気
持
ち
は
、
相
手
に
伝
わ

る
言
い
方
を
し
な
い
と
い
け

な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

毎
日
の
あ
い
さ
つ
も
同
じ
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
日
の
感
し
ゃ
会
で

は
、
お
母
さ
ん
達
と
一
緒
に

カ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
自

分
達
も
上
手
に
な
っ
た
け
ど
、

お
母
さ
ん
達
は
、
と
て
も
手

ぎ
わ
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

こ
の
通
学
合
宿
に
参
加
を

し
て
、
井
上
さ
ん
を
は
じ
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、
町
の

人
達
、
家
族
に
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
き
び
し
さ
や
辛
さ
や
楽

し
さ
も
あ
っ
た
一
週
間
で
、

感
し
ゃ
す
る
と
い
う
こ
と
を

強
く
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

の

声声声
町民

本
郷
通
学
合
宿

本
郷
小
５
年　

新
町　

美
法
さ
ん

フォト ニュース

議
会
報
発
行
特
別
委
員
会

　
　

委 

員 

長　

平
山　

賢
治

　
　

副
委
員
長　

長
野　

正
明

　
　

委　
　

員　

花
等　

順
子

　
　

委　
　

員　

古
賀　

正
巳

　
　

委　
　

員　

森　
　

一
雄

　
　

議　
　

長　

平
田　

一
成

編
集後

記

　

今
年
は
近
年
に
な
い
異
常

気
象
で
、
農
業
は
品
質
・
価

格
と
も
低
調
、
企
業
も
円
高

で
苦
慮
し
て
い
る
現
状
で
す
。

頼
み
の
政
治
は
安
定
を
欠
き

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
が
続

き
ま
す
。

　

い
っ
ぽ
う
で
本
町
は
小
・

中
学
校
の
耐
震
工
事
と
、
大

き
な
支
出
が
あ
り
ま
し
た
が
、

住
民
・
行
政
・
議
会
の
協
力

と
努
力
で
21
年
度
は
収
支
も

良
好
で
し
た
。
議
会
と
し
て

も
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
休
日
議
会
の
開
催

や
意
見
交
換
会
の
実
施
な
ど

で
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。　
　
　
　

（
古
賀
）
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み
の
り

どなたでも自由に傍聴
できます。

12月12日（日）
一般質問は

お問い合わせ
議会事務局　77-4112

12月8日（水）から

（いずれも予定です）

12月議会

議会を傍聴しませんか

新しい芝生の上で運動会（菊池小）

にぎやかに夕食（大堰校区 通学合宿）
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